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文化庁新進芸術家海外研修制度の作家たち ṝ Ṟ קּ  

 文化庁は、将来の日本の芸術界を支える人材の育成のため、若手芸術家が海外の関係機関等で行
う研修を支援する｢新進芸術家海外研修制度（在研）｣を1967年度から実施しており、すでに半世紀
を経過しました。美術分野では、そうした成果発表の機会として1998年から「DOMANI・明日展」
を毎年開催しています。国立新美術館を会場に、天井高に恵まれた空間での大規模なグループ展で、
「海外研修」のアフター・プログラムとして、近年研修を終えた40歳前後の世代を中心とした
「ショウケース」を目指してきました。一方、本展を補完するのが、小規模ながらテーマ性を設定
した「DOMANI・明日展 plus」です（2017年度：千代田区立日比谷図書文化館、2016年度：京都
芸術センター、2015年度：アーツ千代田3331ほか）。 
 
 この春以来のパンデミックで、国内外でつぎつぎに展覧会、芸術祭、アートフェア、公演の延期
や中止に直面するなど、わたしたちは深い文化的な中断を体験しました。若手中堅美術家の支援を
第一義とする「DOMANI・明日展」は、再び日常への一歩を踏み出す作家たちとの連帯、共感を示
すべく、「DOMANI・明日展  plus」をオンラインで緊急開催することとしました。本展は
「DOMANI・明日展」、さらに文化庁主催による初のオンライン企画展となります。この技術・メ
ディアに親和性のある手法を用いる研修経験者7作家、さらにゲスト作家として青山悟を招き、いま
の日本のアクチュアルな、かつ国際的にひらかれた表現と言葉をいち早く発信していきます。 
 本展のサブタイトルを「〈前夜〉を生きる」としました。わたしたちは今年1－2月「DOMANI・
明日 2020展」のサブタイトルを「傷ついた風景の向こうに」として、20世紀以降の大きな自然、
人為的災害の「あと」を現代作家の表現にみる試みを行いました。しかしながら、その開催中から
コロナ禍の「予兆」に遭遇することになりました。わたしたちは「災後」だけでなく次の「災前」
を――災害と災害の「あいだ」を生きている。それを「〈前夜〉を生きる」という言葉に込めて、
参加作家に投げかけます。 
 また、展覧会ウェブサイトはオンラインならではの特性を活かしつつ、現実の美術展体験とも重
なり合うようなデザインを目指します。それはこれからの美術表現の発信と共有をめぐり、さらな
る可能性をさぐる試みでもあります。なお、その構築も在研経験のあるデザイナーを含むチームで
臨みます。 
 
   国際的な移動や発表を前提に活動してきた作家たちが、未曽有の「ロックダウン」状態のアート
シーンに遭遇するなかで準備した試みにご期待ください。 
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※各作家の説明として、生年・表現領域・海外研修派遣年度・派遣国を記載しています。生年順。 

  OKUMURA Yuki  

1978年生まれ 現代美術、翻訳 

2012年度（1年間）・ベルギー/アントワープ 

奥村雄樹《東京都現代美術館とアーティスツ・ギルドの協働企画
「MOTアニュアル2016  キセイノセイキ」展にてダン・ペルジョヴ
スキの展示空間で同氏にインタビューしたときの映像》 
2016｜ 映像 

  TAMURA Yuichiro  

1977年生まれ 現代美術 

2012年度（1年間）・ドイツ/ベルリン、イギリス/ロンドン 

2016年度（短期）・ドイツ/ケルン 

  KOGANEZAWA Takehito   

1974年生まれ 現代美術 

2001年度（3年間）・ドイツ/ベルリン 

田村 友一郎《Ars》 2017｜映像 

小金沢 健人《433 is 273 for silent prayer 》 2020｜ 映像 

  YAMAUCHI Terue  

1982年生まれ 現代美術、映像  2014年度（短期）・フィリピン/ミンダナオ 

山内 光枝《潮汐》2012 – 2020   ©Terue  Yamauchi ｜映像 

  YAMAMOTO Atsushi  

1980年生まれ 現代美術、映像 
2018年度（1年間）・ベトナム/フエ 

山本 篤《I》 2019 -2020｜ 映像 
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  AOYAMA Satoru  

1973年生まれ 現代美術、刺繍 
 

ṇ yang02  

1984年生まれ メディア・アート 
2013年度（1年間）/ 2014 年度（短期）・スペイン/バルセロナ 

やんツー「第20回DOMANI・明日展」展示風景 2018｜参考図版 
撮影：荻原 楽太郎 

 

ṥonline web Ṧ 
 

 見増 勇介 MIMASU Yusuke  

 1980年生まれ 
 2019年度（短期）・オランダ/アムステルダム 
   

 中本 真生 NAKAMOTO Masaki  

 1983年生まれ 
 

 

展 覧 会 名 

会 期 

on l i ne 展web  

主 催 

キュレイション 

● 展 覧 会 H P 

●Twitter  

●facebook   

●Instagram  

 

 

： DOMANI・明日展 plus online 2020  

： 2020年7月3日（金）～10月11日（日） 

： https://online.domani - ten.com/ （無料公開） 

： 文化庁 

： 林 洋子（文化庁・芸術文化調査官） 

： https://domani - ten.com  

： @DOMANI_ten   

： https://www.facebook.com/domaniten/  

： @domaniasuten  

 

※各作家の説明として、生年・表現領域・海外研修派遣年度・派遣国を記載しています。生年順。 

青山悟《Everyday Clock 》2020  |  参考図版    
撮影：青山 彩加   
©AOYAMA Satoru, Courtesy of the artist and Mizuma  Art Gallery  

  KATO Tsubasa   

1984年生まれ 現代美術、インスタレーション 

2014年度（2年間）・アメリカ/シアトル 

加藤 翼《Tokyo Loop》2014｜映像 
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「DOMANI・明日展」広報事務局（アート・ベンチャー・オフィス ショウ内）担当 市川・佐藤    

〒151 -0063 東京都渋谷区富ヶ谷1-18 -8-301  

     TEL：03 -3485 -7866 FAX ：03 -3485 -7851 e -mail：avo-shou.pr@ktd.biglobe.ne.jp  

文化庁委託事業「令和2年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」 
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ṡDOMANI ḱ  2021 Ṣ וֹ ḵ 

「DOMANI・明日展」は、今年度も国立新美術館で第23回目の開催に向けて動き出しました。コロナ禍直下で

の準備となり、開催までには大きなハードルがいくつも想定されますが、若手中堅作家を支援する仕組みを継

続すべく、例年通り、10名程度の作家によるグループ展となる予定です。 

出品作家とサブタイトルは、9月以降に発表します。 

会 期 

会 場 

主 催 

制 作 

 

 

： 2021年1月より 

： 国立新美術館 

： 文化庁、国立新美術館 

： アート・ベンチャー・オフィス ショウ 

 

 1998年にスタートした「DOMANI・明日展」はすでに20回以上の開催歴を持ちますが、この度、展覧会サイ
トをリニューアルしました。 
 当該年度の展覧会情報の紹介に加え（DOMANI・明日展 plus  online  2020、DOMANI・明日展 2021）、こ
れまでの展覧会のアーカイブを充実させ、あらたに第18回展から第22回展と過去3回のplus展の会場写真を掲
載しました。2年後に迎える25周年に向けて、日本の若手中堅作家を支援する情報プラットフォームとしての役
割も整備していきます。 

 

こちらをチェック↓ 

https : //domani - ten .com  
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アートディレクション（2019年度～）Iroha  Design  
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広報用作品画像データ貸出依頼書 

掲載についての注意事項と広報用作品画像データ申込書 

- -  e-mail avo-shou.pr@ktd.biglobe.ne.jp 

以下の内容をお読みいただき、必要事項をご記入のうえお送りください。 

ểḰ ṇ פֿ  
 本展覧会を貴社媒体にて紹介いただける場合に限り、プレスリリースに掲載の8作品の画像データを貸出しいたします。 
 ご希望の番号に○をつけてお申し込みください。 
 
ỄḰ ךּ  
 ○必ず作家名、作品名、制作年、その他記載必要事項を表記してください。 
 ○作品は必ず全図で使用してください。改変、部分使用、文字のせなどはできません。 
 ○確認のため、必ずゲラの段階で広報事務局に原稿をFAXかメールにてご送付願います。 
    作品使用は、本展覧会の紹介用のみとさせていただきます。*展覧会終了後の使用は出来ませんのでご了承ください。 
 ○ご掲載いただいた場合、掲載紙/誌を1部、広報事務局にご送付くださいますようお願い申し上げます。 
   *尚、掲載ページをpdfファイルにてお送りいただいても構いません。（その際は広報事務局までご一報ください） 
 
ễḰ ḱ ףּ ךּ  
 展覧会ホームページ：https://domani - ten.com( お問い合わせ） 

お申込みフォーム 

貴媒体名   

貴社名／部署   

ご担当者名   e-mail： 

ご住所 〒 

ご連絡先 TEL：              FAX： 

掲載予定号／放送予定日   掲載号発売日      月   日 

画像データの必要期限 月   日まで 

No. ֘ ֙  

1 小金沢 健人《433  is 273  for  silent  prayer 》 2020  

2 田村 友一郎《Ars》2017  

3 
奥村雄樹《東京都現代美術館とアーティスツ・ギルドの協働企画「MOTアニュアル2016  キセイノセイキ」展にてダン・
ペルジョヴスキの展示空間で同氏にインタビューしたときの映像》2016  

4 山本 篤《I》 2019 -2020  

5 山内 光枝《潮汐》2012  – 2020    ©Terue  Yamauchi  

6 加藤 翼《Tokyo  Loop》2014  

7 やんツー「第20回DOMANI・明日展」展示風景 2018｜参考図版  撮影：荻原 楽太郎 

8 
青山悟《Everyday  Clock》2020  |  参考図版    撮影：青山 彩加   
©AOYAMA Satoru,  Courtesy  of the  artist  and  Mizuma  Art  Gallery  

■希望の作品No.に○をつけて下さい。 

《広報の問い合わせ先》「DOMANI・明日展」広報事務局（アート・ベンチャー・オフィス ショウ内）担当：市川、佐藤 
〒151 -0063 渋谷区富ヶ谷1-18 -8-301 TEL 03 -3485 -7866 FAX 03 -3485 -7851 e-mail:avo -shou.pr@ktd.biglobe.ne.jp  


